
夏を制する者は〇〇を制す！（終業式式辞より抜粋） 

新入生オリエンテーションでは、生徒会役員を中心に、２・３年生が歓迎のパ

フォーマンスを披露してくれました。１年生は、自分たちのために、一生懸命取

り組む先輩の姿を見て、感謝の気持ちを持つだけでなく、先輩の凄さを感じたの

ではないかと思います。 

また、３年生は、予定通り、関西方面での修学旅行を行うことができました。

日本の歴史や文化を学びながら、一生の思い出として、心に残る最高の４日間を

過ごすことができたのではないかと思います。 

生徒総会では、「学校をより良くするために」をテーマに話し合いました。学校

に置いても構わない勉強道具」について意見を交換しましたが、長所と短所を真

剣に考えながら、意見を述べる皆さんの姿を見て、今年度もすばらしい活動がで

きることを確信しました。 

ブロック結団式も、リーダーを中心に、大変盛り上がりました。体育大会では、

鬼神（きしん）ブロック、麟華（りんが）ブロックがお互いに高め合い、人の心

を大きく動かす、最高のパフォーマンスが見られることを期待しています。 

そして、３年生にとって、３年間の集大成となった市郡総体では、家族や周り

で支えていただいた方々に感謝の気持ちを届けながら、自分たちが練習してきた

ことをしっかり出し切り、やり切ることができたのではないかと思います。 

大会である以上、結果はもちろん大切ですが、それ以上に、３年生が下級生の

ために、部活動の大切な部分を伝えてくれたことに心から感謝しています。 

１年生が、２・３年生の、当たり前のことを人がまねできないくらい非凡に行

っている格好良さに習い、日に日に成長していくのを感じました。先日の集団宿

泊研修でも、それが証明されたとの報告を受けています。 

ただ、この１学期は、何も問題がなかったわけではありません。人の心を傷つ

けたり、自分の弱い心に負けてしまったりなどの、残念な出来事が起こったのも

事実です。どうか、誰もが安心して生活できる、通いたい学校になるよう、自分

の行動に責任を持ち、しなければいけないこと、してはいけないことをしっかり

判断し、校内外の生活を充実させましょう。 

さて、いよいよ明日から 42日間の夏休みに入ります。県総体、吹奏楽コンクー

ルを始め、四国大会に繋がる大きな行事が行われます。４年ぶりに笹踊りも復活

します。３年生は、体験入学、補習、体育大会の練習があり、より計画的な行動

が求められます。「夏を制する者は、受験を制す」の言葉通り、夏休みの我慢や頑

張りが皆さんの進路決定に大きな影響を与えます。進路決定に向け、良いスター

トが切れることを願っています。 

最後に、生徒の皆さんが、病気になったり、交通事故や水の事故に遭ったりし

ないこと、一日一日を無駄にせず、計画的に過ごし、充実した休みを過ごせるこ

とを願い、式辞とします。 
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個人懇談、学校評価を受けて 

個人懇談、学校評価では、たくさんの御意見をありがとうございました。出された

御意見について、取り急ぎ、下記のことをお知らせいたします。その他のことは、教

職員で検討し、成果と課題（まとめ）としてＨＰ等で報告させていただきます。 

① 体育大会が土曜日に実施されるのはなぜ？ 

 ⇒ 昨年度末には、９月 10 日（日）に行う予定で、小学校と調整していましたが、 

今年度に入り、10日では、体育大会の準備がしっかりできないことから、日程 

を延長しました。17日（日）は、立川小（地区）の運動会があることから、16日 

（土）に決定させていただきました。 

② 修学旅行が、保護者に相談なく、早い内に決められている。また、ＵＳＪなど

のテーマパークよりも、広島などの平和学習を入れたらよいのでは。 

⇒ ホテル等の予約を早めにする必要があることから、以前、校長室だよりでもお

知らせした通り、4/23～26に、例年通りの３泊４日の行程で実施することを決定

しています。 

また、愛媛県では、小学校で広島の平和学習を、中学校で阪神淡路大震災につ

いて学習する学校が多く、本校もそれを取り入れています。 

広島の平和学習は大切であること、小学校時代にできていないことを理解した

上での対応になります。御了承ください。 

 ③ 学校行事後の振休は前の週ではなく、次の週の方が良い。今年度は、修学旅行

の次の日に部活動があり、ハードだった。 

 ⇒ 学校もそうしたいところですが、近年の規則の変更により、土曜日の振替は、

前の週に取ることに変更されています。部活動の実施や体調管理については、配

慮していきます。 

 ④ 部活動について選択肢を増やしたり、ゆる部活を導入したりしたらどうか？ 

 ⇒ 部活動については、大きな変革期を迎えており、今までは教員がボランティア

で行っていたことを地域にお願いするなどの方向性で検討が進んでいます。すぐ

に地域に移行することは困難ですが、早ければ今年度中に、新たな取組が紹介で

きると思います。 

内子中学校運営協議会を行いました  

７月 19日（水）に、内子中学校運営協議会を開催しました。今年度も、学校

運営に対し、教育委員、学識経験者、内子・内子東自治センター、内子福祉館、

主任児童委員、民生委員、自治会、校区内の小学校の学校運営協議会、本校ＰＴ

Ａ役員等の代表者の方から、御意見を賜り、学校運営を支えていただきます。 

なお、昨年度に続き、会長に、前内子中学校長である片岡俊二様、副会長に、 

民生児童委員の上堂恵子様が選出されました。昨年度の経験を生かし、学校運営

への適切な指導・助言をいただけると思います。 

また、今年度は地域との調整役として、内子地区にお住まいの武岡真理さんに、

地域コーディネーターとして、学校に勤務していただいています。どうぞ、よろ

しくお願いします。 


